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１．学ぶ意欲をもち、知性と良識の

あふれる村をつくります。
１．健康と安全を心がけ

明るく楽しい村をつくります。
１．勤労を喜び、力を合 わせて

豊かな村をつくります。
１．自然を守り。人を愛し、

心やさしい村をつくります。
１．心身ともに健全な子の育つ

暖かい家庭と村をつくります。
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１２年 か け て 全 面 完 成

『国道３３８号牛滝バイパス』

通り初めのテープカット（７月２日）
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むらの情報を広く掲載いた

します。身近な情報があり

ましたら、企画財政課まで

連絡ください。

国
道
三
三
八
号

牛
滝
バ
イ
パ
ス
が
完
成

昭
和
五
十
七
年
に
国
道
に
昇

格
し
て
以
来
、
着
々
と
整
備
が

進
め
ら
れ
て
き
た
国
道
三
三
八

号
の
中
で
も
、
難
所
と
な
っ
て

い
た
牛
滝
～
野
平
間
の
バ
イ
パ

ス
エ
事
が
、
十
二
年
を
か
け
て

よ
う
や
く
全
面
完
成
し
、
七
月

二
日
、
関
係
者
が
出
席
し
て
通

り
初
め
式
と
祝
賀
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

こ
の
た
び
完
成
し
た
牛
滝
バ

イ
パ
ス
は
、
昭
和
五
十
五
年
度

に
着
手
さ
れ
、
険
し
い
山
あ
い

を
切
り
開
き
、
七
つ
の
橋
を
か

け
る
難
工
事
の
末
、
平
成
元
年

度
に
部
分
開
通
し
、
残
っ
て
い

た
約
一
１１
の
舗
装
・
整
備
が
終

丁
、
延
長
四
、
五
六
〇
ｍ
、
幅

七
ｍ
の
立
派
な
道
路
で
す
。

当
日
は
、
県
議
会
議
員
、
関

係
町
村
長
、
工
事
関
係
者
な
ど

七
十
名
が
出
席
し
て
、
交
通
安

全
祈
願
の
神
事
が
行
わ
れ
、
続

い
て
満
葉
橋
の
前
で
、
開
通
記

念
の
煙
火
を
合
図
に
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
。
参
加
者
全
員
が
真
新

し
い
橋
を
通
り
初
め
し
ま
し
た
。

牛
滝
バ
イ
パ
ス
の
完
成
に
よ

り
、
む
つ
市
、
川
内
町
方
面
か

ら
現
在
建
設
中
の
川
内
ダ
ム
を

経
由
し
、
仏
ヶ
浦
に
向
か
う
ド

ラ
イ
ブ
コ
ー
ス
が
気
軽
に
通
れ

る
よ
う
に
な
る
ほ
か
、
大
型
バ

ス
、
ト
ラ
ッ
ク
が
、
こ
れ
ま
で

よ
り
楽
に
通
り
抜
け
で
き
る
な

ど
、
観
光
・
物
流
面
に
大
き
く

寄
与
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
ま

す
。

今

年

も

全

国

に

山

海

の

幸

「
ラ
ブ
リ
ー
さ
い
」
ふ
る
さ
と
パ
ッ
ケ
ー
ジ

本
州
の
て
っ
ぺ
ん
か
ら
、
新

鮮
な
山
海
の
幸
を
直
送
し
ま

す
。
「
ラ
ブ
リ
ー
さ
い
」
販
売

事
業
の
今
年
度
第
一
回
荷
づ
く

り
と
発
送
が
六
月
二
十
六
日
に

ア
ル
ザ
ス
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
ラ
ブ
リ
ー
さ
い
」
販
売
事
業

は
、
年
会
費
二
万
円
で
、
六
月
、

九
月
、
十
二
月
の
年
三
回
、
特

産
物
を
送
り
届
け
る
シ
ス
テ
ム

▲牛滝バイパス通り初め

中

学

生

大

使
「

台

湾

」
へ

佐
井
村
・
大
間
町
・
川
内
町

連
合
中
学
校
訪
台
親
善
使
節
団

Λ
使
節
団
の
メ
ン
バ
ー
∇

教

育

長

川
畑

栄
一

佐
井
中
二
年

宮
野

猛

ク

舘
脇

昭
人

ク

佐
々
木
絵
理
子

々

畑
中

梢

磯
谷
中
二
年

福
田

誠

福
浦
中
二
年

越
膳

路
雄

佐
井
中
教
諭

倉
島

秀
次

福
浦
中
教
諭

二
本
柳
房
子

教
委
社
教
課

小
林

孝
子

役
場
企
画
財
政
課

間
山
英
伸

二
十
一
世
紀
に
向
け
て
世
界

に
視
野
を
広
げ
、
国
際
感
覚
を

身
に
つ
け
た
将
来
の
地
域
の
担

い
手
と
な
る
人
材
を
育
成
し
よ

佐
井
村
、
大
間
町
、
川
内
町

の
三
町
村
が
企
画
し
て
今
回
で

三
回
目
と
な
る
「
連
合
中
学
校

訪
台
親
善
使
節
団
」
が
六
月
六

日
に
出
発
。
約
三
千
㎞
離
れ
た

南
の
国
「
台
湾
」
へ
飛
び
、
各

地
で
親
善
大
使
役
を
立
派
に
果

た
し
て
き
ま
し
た
。

今
回
は
三
町
村
の
六
つ
の
中

学
校
か
ら
、
二
年
生
の
男
女
十

八
人
が
参
加
。
川
畑
栄
一
佐
井

村
教
育
長
を
団
長
に
教
育
委
員

会
、
引
率
の
先
生
ら
を
合
わ
せ

た
一
行
三
十
一
人
が
、
七
泊
八

日
の
日
程
で
訪
台
し
て
き
ま
し

た
。台

湾
で
は
、
大
間
町
と
姉
妹

関
係
を
結
ん
で
い
る
虎
尾
鎮
市

な
ど
の
国
民
中
学
校
三
校
を
表

敬
訪
問
。
一
校
の
生
徒
数
が
五

千
人
と
い
う
マ
ン
モ
ス
ぶ
り
に

圧
到
さ
れ
な
が
ら
も
、
同
じ
中

学
生
ど
う
し
、
さ
わ
や
か
な
笑

顔
で
あ
い
さ
つ
を
交
わ
し
、
親

善
大
使
と
し
て
交
流
を
深
め
ま

し
た
。

ま
た
、
東
勢
秣
場
と
い
う
研

修
施
設
で
の
、
台
湾
の
中
学
生

と
一
泊
二
日
の
宿
泊
交
流
は
、

約
三
ヶ
月
ぶ
り
と
い
う
ス
コ
ー

ル
（
大
雨
）
に
よ
る
停
電
と
い

う
几
フ
ニ
ン
グ
が
起
こ
り
、
屋

外
で
予
定
さ
れ
て
い
た
交
流
会



で
、
今
年
で
七
年
目
を
迎
え
、

現
在
の
会
員
は
四
三
一
人
と

な
っ
て
い
ま
す
。

発
送
式
に
は
、
農
協
、
漁
協

生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
、
商
工
会

な
ど
か
ら
約
百
人
が
参
加
。
コ

ウ
ナ
ゴ
、
ワ
カ
メ
、
フ
キ
の
水

煮
、
ヒ

バ
せ
っ
け
ん
と
ス
プ

レ
ー
の
ほ
か
、
誘
致
企
業
の
豆

一
製
菓
の
い
か
だ
焼
き
が
新
た

に
加
わ
り
、
十
三
品
目
が
手
際

よ
く
箱
詰
め
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
郵
便
局
の
ト
ラ
ヨ
ク

に
積
み
込
ま
れ
た
「
ラ
ブ
リ
ー

さ
い
」
ふ
る
さ
と
パ
ッ
ケ
ー
ジ

は
、
北
海
道
か
ら
九
州
ま
で
、

全
国
各
地
に
向
け
て
送
り
出
さ

れ
ま
し
た
。

寿

会

Ｃ

チ

ー

ム

が

優

勝

健
嗔
づ
く
り
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

七
月
三
日
、
佐
井
小
学
校
グ

ラ
ン
ド
を
会
場
に
、
健
康
づ
く

り
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催

さ
れ
、
各
老
人
ク
ラ
ブ
か
ら
十

チ
ー
ム
が
参
加
し
て
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

試
合
に
先
立
ち
、
前
年
度
優

勝
の
ぬ
い
ど
う
Ｂ
チ
ー
ム
か
ら

優
勝
杯
の
返
遷
。
続
い
て
村
長

か
ら
「
健
康
づ
く
り
に
一
層
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
。
」
と
あ
い

さ
つ
の
あ
と
、
さ
っ
そ
く
プ
レ

イ
ボ
ー
ル
。

試
合
は
、
一
点
差
の
接
戦
が

多
く
（

。
ス
ル
プ
レ
ー
も
続

出
。
予
選
リ
ー
グ
を
突
破
し
た

三
チ
ー
ム
に
よ
る
決
勝
リ
ー
グ

の
結
果
、
寿
会
Ｃ
チ
ー
ム
が
優

勝
し
、
八
月
に
青
森
市
で
開
か

れ
る
県
大
会
の
出
場
が
決
ま
り

ま
し
た
。

決
勝
リ
ー
グ
の
結
果
は
次
の

通
り
で
す
。

①
寿
会
Ｃ
（
二
勝
）
②
ぬ
い

ど
う
Ａ
（
一
勝
一
敗
）
③
ぬ
い

ど
う
Ｂ
（
二
敗
）

▼「ラブリーさいＩ荷づくり作業
▼健康づくりゲートボール大会

ヒ ラメ の 稚 魚 放 流

一今後の水揚げ増加に期待－

７月３日、古佐井川河口でヒラメ

の稚魚一万尾の放流が行われました。

今回放流したヒラメの稚魚は、県

栽培漁業公社で採卵したもので、体

長が約５センチまで成長。この日は

漁協組合長、村長ら関係者がさい丸

に乗り込み、青い海へ放流しました。

【写真】

ヒラメは高級魚であり、青森県の

魚に指定されてい ます。今後の水揚

げの増加に期待がかけられています。

が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
こ
の
夜
生
徒
た
ち
は
、

各
部
屋
ご
と
に
ロ
ー
ソ
ク
を
灯

し
な
が
ら
、
片
言
の
英
語
、
と

き
に
は
漢
字
の
筆
談
な
ど
で
会

話
。
夜
遅
く
ま
で
交
流
を
深
め

て
い
ま
し
た
。

１
台
湾
の
中
学
生
だ
ち
と
一
緒
に

台
湾
の
生
徒
だ
ち
と
す
っ
か

り
友
達
と
な
っ
た
親
善
使
節
団

の
生
徒
た
ち
は
、
今
回
の
研
修

で
お
金
で
は
買
え
な
い
文
通
の

約
束
な
ど
、
貴
重
な
体
験
を
ふ

る
さ
と
に
持
ち
帰
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。



―

下
北
郡
老
人
ス
ポ
ー
ツ
大
会
―

七
月
十
日
、
強
い
ヤ
マ
セ
が

吹
き
荒
れ
、
小
雨
の
降
り
続
く

中
で
、
平
成
三
年
度
老
人
ス

ポ
ー
ツ
大
会
が
脇
野
沢
中
学
校

グ
ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。佐

井
村
か
ら
は
、
八
十
人
の

選
手
応
援
団
が
参
加
し
各
種
目

に
健
闘
し
ま
し
た
。
特
に
空
カ

ン
を
ひ
ろ
い
な
が
ら
リ
レ
ー
す

る
「
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
下
北
半

島
」
に
は
見
事
、
一
等
と
な
り
、

総
合
で
も
四
位
に
入
賞
し
ま
し

た
。
優
勝
を
ね
ら
え
る
力
は
十

分
あ
り
ま
す
の
で
来
年
度
以

降
、
も
っ
と
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
。
応
援
の
方
々
も
寒
い
中
、

ご
苦
労
様
で
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優

勝

脇
野
沢
村

６３
点

準
優
勝

大
間
町

５５
点

三

位

川
内
町

５４
点

四

位

佐
井
村

５１
点

▲佐井村選手団

▼老人スポーツ大会

身

体

の

ハ

ン

デ

ィ

に

負

け

ず

＝
下
北
郡
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
＝

下
北
郡
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
大
会
が
七
月
十
二
日
、
川
内

町
川
内
中
学
校
グ
ラ
ン
ド
で
開

か
れ
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
体
力
づ

く
り
、
機
能
回
復
を
め
ざ
す
大

会
に
は
、
下
北
七
町
村
か
ら
二

百
人
の
選
手
が
参
加
。
小
雨
が

ち
ら
つ
く
肌
寒
い
天
気
で
し
た

が
百
ｍ
走
、
や
り
投
げ
、
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
投
げ
、
走
り
幅
跳
び

な
ど
に
力
の
限
り
の
プ
レ
ー
を

展
開
し
ま
し
た
。

佐
井
村
チ
ー
ム
は
少
な
い
選

手
数
に
め
げ
ず
、
各
競
技
で
は

上
位
に
く
い
込
み
、
総
合
で
四

位
と
健
闘
し
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
位

大
間
町

一
〇
六
点

二
位

川
内
町

一
〇
四
点

三
位

大
畑
町

六
二
点

四
位

佐
井
村

五
九
点

▼身体障害者スポーツ大会

非

行
・
事
故

か
ら
守
れ

わ

が

子

も

他

人

の

子

も

卜

こ
の
時
期
は
、
児
童
、
生
徒

の
夏
休
み
中
で
あ
り
、
解
放
感

か
ら
非
行
の
芽
が
ふ
く
ら
み
が

ち
に
な
り
ま
す
。

子
供
を
持
つ
家
庭
で
は
、
次

の
こ
と
に
目
を
む
け
て
明
る
く

楽
し
い
夏
休
み
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
親
子
の
対
話
を

家
庭
は
、
最
も
身
近
な
小
さ

な
社
会
で
、
人
間
形
成
に
一
番

大
切
な
場
で
す
。
家
庭
内
で
の

対
話
を
多
く
持
ち
、
明
る
く
楽

し
い
家
庭
の
雰
囲
気
づ
く
り
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

声

か

け

る

お

と

な

が

育

て

る

青

少

年

夏
休
み
中
は
、
と
か
く
生
活

が
不
規
則
に
な
り
が
ち
に
な

り
、
児
童
、
生
徒
の
行
動
範
囲

は
、
普
段
よ
り
広
く
な
り
親
の

目
が
届
か
な
く
な
り
ま
す
。

夜
遅
く
ま
で
遊
ん
で
い
た

り
、
危
険
な
場
所
で
遊
ん
で
い

る
児
童
、
生
徒
を
見
か
け
た
ら
。

「
早
く
家
へ
帰
り
ま
し
ょ
う
」

「
あ
ぶ
な
い
で
す
よ
気
を
付
け

て
」
の
一
声
を
か
け
て
く
だ
さ

い
。 よい子が育つ明るい家庭 休 診 の お し ら せ

ーむつ総合病院－

平成３年８月２０日㈹

は病院創立記念日のた

め休診とします。

ただし、救急患者に

ついては受付します。



感

受

性

に

富

ん

だ
人

づ

く

り

を
・：

＝
井
上
と
も
子
チ
ェ
ロ
コ
ン
サ
ー
ト
＝

七
月
十
八
日
、
佐
井
中
学
校

体
育
館
で
井
上
と
も
子
チ
ェ
ロ

コ
ン
サ
ー
ト
が
開
か
れ
ま
し
た
。

佐
井
村
の
子
ど
も
達
に
と
っ

て
は
、
な
か
な
か
チ
ェ
ロ
の
生

で
の
演
奏
を
聴
く
機
会
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
こ
の
度
、
電
源
開

発
㈱
の
後
援
を
い
た
だ
き
実
現

し
た
も
の
で
す
。

こ
の
囗
は
、
佐
井
中
学
校
を

は
じ
め
磯
谷
・
長
後
中
学
校
の

生
徒
が
、
普
段
と
は
幾
分
違
っ

た
雰
囲
気
の
中
で
、
チ
ェ
ロ
奏

者
井
上
と
も
子
さ
ん
（
大
間
町

在
住
）
ピ
ア
ノ
奏
者
横
瀬
瑞
穂

さ
ん
の
二
人
を
迎
え
、
ア
ル
ビ

ノ
ー
ニ
作
「
ア
ダ
ー
ジ
ョ
」
他

十
曲
を
熱
心
に
聴
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。

▲チェロ演奏する井上さん

建
設
業
を
営
む
方
々
、
及
び

建
設
現
場
で
働
く
み
な
さ
ん
。

国
が
作
っ
た
「
建
設
業
退
職
金

共
済
制
度
」
を
ご
存

じ
で
す
か
。

こ
の
制
度

は
、
昭
和
三
十
九

年
に
中
小
企
業
退
職
金
共
済
法

に
よ
り
作
ら
れ
た
制
度
で
す
。

こ
の
制
度
の
特
色
は
、
一
般

の
退
職
金
の
よ
う
に
、
労
働
者

が
事
業
所
を
や
め
た
時
支
払
わ

れ
る
退
職
金
で
な
く
、
建
設
業

と
い
う
一
つ
の
業
種
の
中
で
働

く
限
り
、
事
業
所
に
雇
用
さ
れ

た
期
間
全
部
を
通
算
し
て
退
職

金
を
支
払
う
と
い
う
、
い
わ
ば

建
設
業
界
ぐ
る
み
の
退
職
金
制

度
で
す
。

こ
の
制
度
に
つ
い
て
詳
し
い

こ
と
は
、
左
記
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▼
建
退
共
青
森
県
支
部

昔
○
一
七
五
（
二
二
）
七
六
一
一

（
二
二
）
七
六
一
二

４１あ っ せ ん 基 準 が 改 定 さ れ ま し た 卜

佐 井 村 農 業 委 員 会

農業委員会では、農地を「売りたい」「買いたい」「貸

したい／ 借りたい三 交換 したい」という農家の間にたっ

て、しっかりした相手方を責任をもって見つけてくれる

農゙地移動適正化あっせん事業（通常、農業委員会のあっ

せんと言い ます几 を行ってい ます。

このあっせんを受けると、金融・税制等の面で大 きな

優遇措置が受けられます。

あっせんの対象となる土地は、農用地区域内の農地・

医草放牧地・未墾地等です。

また、あっせんの対象となる農家 は、農業によって自

立しようとする意欲と能力をもった者で、農地等の取得

後の経営面積が地域の平坪経営面積 を超えることが要件

です。

農業委員会では、これらの要件を「あっせ ん基準」 と

して定め、５年毎に見直しを行なってい ます。

今年はまさにこの見直しの年にあ たり、このほど次の

ように改定しました。

なお、この新あっせ ん基準の適用 ば 平成３月９月１

日から４ となります。

学 生 を 募 集 し ま す

青森県立八戸高等技術専門学校

では、次により平成４年度の学生

を募集します。
・・自動車工学科 ３０名

期間は２年、２級自動車整備士

養成施設。

Ｓ・機械システムエ学科 ２０名

期間は２年、ＭＥ機器技術養成。

卜設備システムエ学科 ２０名

期間は２年、各種設備施工術者

養成。

卜募集対象者

高等学校卒業以上（平成４年３

月卒業見込み者）
・・募集期間

平成３年１０月２１囗～１１月２１日
・・問い合せ先

〒０３９－２２ 八戸市市川町字七

谷地２－５６８

県立八戸高等技術専門校

Ｓ０１７８（２８）６８１１

長 崎県 雲 仙 岳 被 災 害

救援 金受 付 につい て

日本赤十字社佐井村分区

および共同募金会佐井村分

会では、長崎県雲仙岳被災

者救援金の受付をおこなっ

ています。

５月１９日、雲仙岳の土石

流から始まった今回の災害

では、雲仙岳の火砕流など

大きな被害をもたらし、現

在も被害が増えつつありま

す。

みなさんの浄財をよろし

くお願いします。
・・７月１５日現在、福田勉さ

ん他２名からご寄付をいた

だきました。ありがとうご

ざいました。



赦
育
だ
よ
う

裂
織
教
室
に
参
加
し
て

Ｉ
ハ
タ
オ
リ
女
－

物
欲
に
目
が
く
ら
み
、
人
間

の
最
も
大
切
な
も
の
を
失

い
、

「
つ
う
よ
う
／・
帰
え
っ
て
く
れ

お
つ
う
／
」
余
ひ
ょ
う
の
悲
痛

な
声
を
残
し
て
、
暗
転
、
幕
。

こ
れ
が
誰
で
も
知
っ
て
い
る
木

下
順
二

の
「
夕
鶴
」
で
す
。
こ

の
劇
は
我
々
に
、
（

夕
織
り
へ

の
強
い
あ
こ
が
れ
を
も
ガ
ッ
と

植
え
付
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。

ト
ン
カ
ラ
、
ト
ン
カ
ラ
立日
を
た

て
て
、
手
足
を
動
か
し
て
い
れ

ば
我
々
に
も
ま
た
、
「
つ
う
」

の
よ
う
な
清
純
無
垢
な
美
人
に

な
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
は
た

ま
た
、
美
人
な
の
で
は
な
い
か
。

公
民
館
の
婦
人
講
座
で
、
裂

織
教
室
を
開
催
し
た
折
の
第
一

回
目
か
ら
の
受
講
者
で
す
。
生

徒
の
数
、
お
お
よ
そ
○
○
名
。

織
機
も
八
～
九
台
は
あ
り

ま
す
か
ら
、
手
も
ち
ぶ
さ

た
で
ボ
ー
ツ
と
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
も
な
く
、
み

な
さ
ん
元
気
に
キ
キ
と
し

て
や
っ
て
い
ま
す
。
縦
糸

と
横
糸
の
組
合
せ
に
よ
っ

て
思
い
も
か
け
な
い
色
合

い
の
布

が
仕
上

る
こ
と

に
、
新
鮮
な
感
動
を
呼
び

ま
す
。

こ
れ
が
、
み
な
さ
ん
の

心
を
と
ら
え
て
離
さ
な
い
力
な

ん
だ
な
あ
と
思
い
な
が
ら
、
時

間
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て

し
ま
い
ま
す
。
文
字
通
り
没
頭

し
て
空
腹
が
時
間
を
お
し
え
て

く
れ
る
有
様
、
気
が
付
け
ば
五

時
、
六
時
、
子
供
の
食
事
の
仕

度
は
ど
う
す
る
の
で
し
ょ
う
。

先
日
は
、
「
こ
れ
ぞ
、
日
本
婦

人
の
鏡
、
や
、
み
な
さ
ん
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
は
ジ
ュ
ー

ス
代
」
そ
う
い
っ
て
花
を
あ
げ

て
い
っ
た

Ｉ
杯
き
げ
ん
の
お
じ

さ
ん
が
い
ま
し
た
。
観
光
バ
ス

に
乗
っ
て
帰
え
っ
て
行
き
ま
し

た
。
捨
て
ら
れ
る
木
綿
の
布
も

小
さ
く
裂
き
、
新
し
い
布
に
織

り
あ
げ
、
美
し
く
再
生
す
る
、

と
い
う
裂
織
と
、
根
気
、
根
気

一
色
の
（

夕
織
り
に
熱
中
し
て

い
る
姿
が
、
痛
く
お
気
に
召
し

た
風
で
し
た
。こ
う
い
う
人
が
、

一
日
に
二
、
三
人
く
れ
ば
い
い

な
あ
と
冗
談
を
い
い
な
が
ら
、

大
笑
い
し
な
が
ら
ア
ル
ザ
ス
の

工
芸
ス
ク
ー
ル
内
で
は
今
日
も

誰
か
が
、
（

夕
織
り
し
て
い
ま

す
。皆

様
、
一
辺
遊
び
に
お
い
で

く
だ
さ
い
。

佐

井

村

中

央

公

民

館

選

短

歌

゛

上
山

実

齡
故
か
過
ぐ
る
日
早
く
二
反
田
の

代
か
く
深
み
に
足
腰
重
し

限
り
な
き
思
い
出
断
戸
洳
く

匸

汁
頽
不
用
と
な
り
し
鋸
鞘
燃
や
す

薇
を
揉
む
妻
の
手
よ
り
さ
わ
さ
わ

と
五
月
の
山
の
匂
い
漂
う

湾
岸
の
重
き
油
に
耐
え
か
ね
て
海

鵜
の
命
哀
れ
戦
渦
に

山
削
り
住
家
も
呑
み
て
尚
続
く
自

然
の
怒
り
只
只
恐
し

゛
゛

新
緑
の
広
が
り
満
ち
る
こ
の
季
節

に
雲
仙
岳
の
噴
流
止
ま
ず

果
し
な
き
恵
庭
の
畑
の
馬
鈴
薯
の

幾
万
の
花
い
ま
盛
り
な
り

照
り
つ
け
る
昼
の
日
射
し
を
気
に

も
せ
ず
放
牧
の
牛
草
を
食
み
お
り

休
耕
の
荒
れ
初
め
し
田
の
片
す
み

に
紫
の
濃
き
菖
蒲
花
咲
く

久
々
の
音
な
き
雨
に
艶
増
し
て
裏

の
紫
陽
花
雫
た
れ
お
り

石
戸
美
矢
子

小
夜
更
け
て
車
音
途
絶
え
し
舗
装

路
に
し
ん
し
ん
雪
の
降
り
く
る
気

配伏
し
て
よ
り
幾
十
年
も
永
ら
え
て

七
草
の
朝
不
帰
と
な
り
け
り

霧
深
き
中
州
の
森
に
郭
公
の
声
透

り
つ
つ
空
は
明
け
ゆ
く

こ
め
か
み
を
揉
め
ば
効
果
の
あ
り

と
い
う
視
力
大
事
に
本
を
読
み
お
り

友
呉
れ
し
生
椎
茸
の
紙
袋
ひ
ら
け

ば
温
く
し
生
き
生
き
と
し
て

（
病
院
）

木
村
さ
ち
子

上

階

の

戸

を

閉

め

る

音

歩

く

音

水

流

す

音

の
大

き

く

聞

こ

ゆ

働

き

し

た

だ

働

き

し

我

が

母

に

神

は

病

い

の

休

み

く

れ

た

り

救

急

車

の

サ

イ

レ

ン

聞

こ

ゆ

る
病

室

に
母

の

点

滴

今

だ

終

ら

ず

さ

す

り

や

る

腕

を

ば

長

く

伸

ば

し

つ

つ
義

母

の
眼

は

我

を

見

つ

む

る

「

や

さ

し

さ

も

時

に

は

罪

よ

」

と

病

む

母

の

甘

え

請

う

目

を

我

は

見

ぬ

ふ

り

ほ
こ
ろ

中

嶋

万

吉

゛

綻

び

し

二

枚

の

肌

着

亡

き

妻

の

愛

で

し

針

箱

出

し

て

膳

う

我

れ

の

み

に

通

ず

旦

言
葉

ひ

と

つ

あ

り

妻

の

墓

前

を

去

り

難

く

し

て

移

り

住

み

歌

詠

む

こ

と

も

久

し

け

れ

誰

に

読

ま

せ

る
当

な

き

も

の

を

減

反

に

農

の

後

継

ぎ

嫁

も

な

し

夜

鞋

の
声

し

き

り

に

止

ま

ず

登

り

つ

め

恵

山

噴

火

の

跡

を

み

し

湯

気

の

噴

出

い

ま

も

続

け

り

大

沼

の

小

沼

鉄

橋

音

立

て

て

灯

り

灯

り

つ

ら
ね

て

汽

車

走

り

ゆ
く

友

詞

仙

抄

）

大

石

健

次

擲

爻

万

緑

を

は

る

か

に

抜

き

で

し

月

山

の
万

年

雪

の

稜

線

ま

ぶ

し

月

山

の

鳥

海

火

山

系

夏

ぞ

ら

を

奕

躊

誌

ね

い

了

雪

か

が

や

か

す

白

銀

に

彫

ら

れ

し

如

き

氷

中

の

桜

桃

そ

の

ま

ま

グ

ラ

ス

の

酒

に

氷

中

を

紅

に

染

め

る

桜

桃

の

グ

ラ

ス

に

光

り

旅

酔

い

は

じ

む

晩

年

の

「
白

き

山

」

詠

む

ア

ラ

ラ

あ

か
っ
こ
う

ギ

の

茂

吉

生

れ

国

郭

公

鳴

け

り

（
七

月

二

十

七

日

・

二

十

八

日

山

形

県

天

童

市

）



第４６回

青
森
県
民
体
育
大
会

下

北

郡

予

選

会

県
民
体
育
大
会
に
は
佐
井
村

か
ら
、
陸
上
競
技
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
軟

式
テ
ニ
ス
、
卓
球
、
男
女

バ
レ
ー

ボ
ー
ル
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
が
出

場
し
、
む
つ
市
と
大
畑
町

を
会

場
に
八
月
十
日
、
十
一
日
の
二

日
間
開
催

さ
れ
ま
す
。

豐

回
健
康
づ
く
り
町
内
対
抗
ナ
イ
タ
ー
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

＜男子＞

Ａ

ブ
ロ

ッ
ク

Ｂ

ブ
ロ

ッ
ク

Ｃ

ブ
ロ

ッ
ク

決優トーナメント

○大新緑４－３日の出×

（仲浜は棄権）

優 勝 大新緑

準優勝 囗の出

三 位 仲浜

＜女子＞

Ａ
ブ
ロ
ッ
ク

Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク

決勝

○大新緑一川原町×

優 勝 大新緑

準優勝 川原町

平 成 ３ 年 度

佐 井 村 成 人 式

・対象者 昭和４６年４月２日～昭

和４７年４月１日に生ま

れた方

・日 時 平成３年８月１５囗（木）

午前１０時～

・会 場 津軽海峡文化館しおさ

いホール

待 望 の テ ニ ス

コ ート 完 成

軟式テニス教室を

開催します

期日、時間

０ ８月２４日出

午後２時～

０８月２５日（日）

午前１０時～１１時半

午後１時～３時まで

※男、女共に行います。

誘い合って参加してくだ

さい。

※ラケットは貸します。

申込み 教育委員会

ＴＥＬ３８－４５０６

申込／切８月１５日（木）迄

俳

句

（
医
師
会
病
院
）

川
岸
キ
ヨ
子

万
緑
や
わ
が
故
郷
に
夫
は
病
み

山
一
つ
忘
れ

白
き
ペ
ッ
ト
か
な

臥
牛
山
夏
雲
崩
れ
共
に
病
む

夏
の
雲
命
ひ
し
め
く
病
棟
長
し

木
村
さ
ち
子

父
よ
り
も
大
き
靴
は
き
卒
業
す

握
手
す
る
手
の
温
も
り
や
卒
業
子

父
と
子
の
い
ず
れ
の
靴
も
春
の
泥

暖
か
や
上
着
を
肩
に
昼
下
り

淬
椅
子
ど
こ
に
止
漕
汀
作
准
董
ふ

袖
口
に
風
の
遊
び
て
更
衣

石
戸
美
矢
子

下
駄
鳴
ら
し
橋
の
上
行
く
冬
の
僧

牡
べ
か
み
の
甥
の
電
話
や
合
格
す

雪
解
川
土
の
匂
い
を
運
び
来
る

浮
寝
鳥
流
さ
れ
も
せ
ず
春
の
川

四
五
枚
の
浴
衣
に
通
す
若
葉
風

パ
ン
ジ
ー
に
あ
り
ぬ
泣
き
顔
笑
い

顔夏
菊
や
名
札
の
薄
れ
直
し
居
る

田
名
部
ヒ
サ

ア
カ
シ
ヤ
の
花
落
ち
蜘
蛛
の
巣
に

揺
ら
ぐ

翁
切
れ
る
如
く
に
散
り
し
大
牡
丹

古
か
り
し
卯
の
花
垣
が
境
界
線

夏
草
を
将
棋
倒
し
に
機
が
唸
す

老
鴬
や
其
処
に
姿
の
見
え
ざ
り
し

蛞
蝓
の
玉
菜
に
巻
か
れ
切
ら
れ
け

闇
と
な
り
雲
の
上
な
る
星
の
恋

後

記

・
七
月
三
日
、
Ａ
Ｔ
Ｒ
展
示
館
で

ミ
ニ
講
座
「
短
歌
を
楽
し
む
」
が

あ
り
、
今
・
西
谷

こ
二
上
・
菊
池
・

田
名
部
・
島
野
各
氏
出
席
。

大
間
か
ら
老
齢
の
婦
人
、
若
い
女

性
、
八
十
一
歳
の
男
性
な
ど
。

大
畑
町
正
津
川
公
民
館
長
の
田
畑

氏
が
遠
く
よ
り
参
加
。

・
次
号
／
切
－

八
月
三
十
日
ま
で
。

返
稿
用
切
手
、
封
筒
に
は
宛
先
、

住
所
を
。
原
稿
は
、
歳
時
記
で
よ

く
調
べ
、
楷
書
で
。

矢

石
）

磯谷地｜）（総会学級

７月１２日磯谷地区公民館で平

成３年度地区総合学級開級式が

行なわれ、次のとおり一年間の

学習計画が決まりました。

７月 農事教室

８月 農事教室

１０月 教育講演会、視察研修会

１１月 料理教室、スポーツ教室、

手芸教室

１月 郷土芸能伝承（子ども会）、

着付教室、民芸教室、ス

ポーツ教室

２月 舞踊教室、スポーツ教室、

手芸教室、社交ダンス

３月 閉級式



第３０回

註 指 針 桧

初
夏
の
青
空
が
広
が
っ
た
七

月
七
日
、
佐
井
小
学
校
グ
ラ
ン

ド
を
会
場
に
、
融
和
・
親
睦
・

連
帯
の
大
会
ス
囗
－

ガ
ン
の
も

と
、
第
三
十
回
村
民
体
育
大
会

が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

原
田
地
区
か
ら
牛
滝
地
区
ま

で
の
十
三
チ
ー
ム
か
ら
、
老
若

男
女
千
百
余
名
の
選
手
が
参

加
。
三
十
回
記
念
競
技
の
靴
と

ば
し
大
会
な
ど
二
十
種
目
に
熱

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
初
夏
の

青
空
に
一
日
中
歓
声
が
響
い
て

い
ま
し
た
。





保健婦だより

「ねたきり」は

予防できる

ねたきり者の実態及び

ね たき り ゼ ロ ヘ の

１゙０ヶ 条 Ｗ

■
ね
た
き
り
者

年
間
２０
大
あ
り

平
成
二
年
度
は
二
十
人
の
ね

た
き
り
者
が
い
ま
し
た
。
そ
の

う
ち
「
常
に
ね
た
き
り
の
状
態

に
あ

る
者
」

は
四
人
、
「
べ

″

卜
上
で
体
を
起
こ
せ

る
状
態
に

あ
る
者
」
十
六
人
で
す
。

■
ね
た
き
り
の
原
因
と
な
っ
て

い
る
病
気

神
経
疾
患

六
人

（
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病

二
人
）

脳
卒
中
（
あ
た
り
）
五
人

老
衰

四
人

関
節
疾
患

二
人

痴
呆

余

ケ
）

二
人

肺
気
腫

一
人

■
ね
た
き
り
に
な
っ
て
か
ら
の

経
過
年
数
（
表

こ

十
年
以
上
は
、
六
人
で
全
体

の
三
十
％

を
占
め
ま
す
。

ね
た
き
り
期
間
が
長
い
こ
と

か
ら
、
介
護
上
の
問
題
が
で
て

き
ま
す
。

■
ね
た
き
り
者
の
年
令（
表
二
）

七
十
才
以
上
の
ね
た
き
り

は
、
全
体
の
七
十
五
％
を
占
め

ま
す
。

■
日
常
生
活
動
作
の
状
態

（
表
三
）

寝
お
き
・
用
便
と
も
全
介
助

は
三
十
％
を
越
え
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
反
し
て
七
割
の
方
は

食
事
の
自
立
が
で
き
て
い
ま
す
。

■
看
護
上
の
問
題

○
膝
関
節
の
痛
み
を
訴
え
看
護

が
思
う
よ
う
に
い
か
な
い
。

継
続
し
て
看
護
で
き
る
人
が

い
な
い
。

○
家
族
に
女
手
が
な
い
た
め
細

か
い
と
こ
ろ
ま
で
看
護
が
行

き
届
か
な
い
。

表１ ねたきりの経過年数表２ ねたきり者の年令

１

日

出

６

日

康

相

談

日

付

こ

Ｅ

１９

囗

㈲

午

前

９

時

～

１２

時

３１

日

出

場

所

役

場

健

康

相

談

室

電

話

で

の

健

康

相

談

も

受

付

し

ま

す

の

で

、

お

気

軽

に
利

用

し

て

く

だ

さ

い
。

２１

日

水

リ
（

ビ

リ

教

室

時

間

午

後

１

時

～

３

時

場

所

ア

ル

ザ

ス

基

本

健

康

診

査

の

結

果

報

告

（

及

び

事

後

指

導

の

日

程

２２

日

水

長

後

・

福

浦

地

区

時

間

午

前

１０

時

～

午

前
一

１１１１一

時

３０

分

場

所

長

後

地

区

生

活

改

善

セ

ン

タ

ー

時

間

午

後

１

時

～

３

時

場

所

福

浦

地

区

生

活

改

善

セ

ン

タ

ー

２８

日

附

川

目

・

磯

谷

地

区

時

間

午

前

１０

時

～

午

前
一
１１１１

時

３０

分

場

所

川

目

地

区

生

活

改

善

セ

ン

タ

ー

特

間

胼

後

１

昨

～

３

寺

場
所

磯
谷
地
区
漁
民
研
修

セ
ン
タ
ー

２９
日
附

原
田
・
矢
越
地
区

時
間

午
前
９
時
３０
分
～
午

前
］且
時

場
所

原
田
地
区
生
活
改
善

セ
ン
タ
ー

時
間

午
後
１
時
～
３
時

．場
所

矢
越
地
区
生
活
改
善

セ
ン
タ
ー

３０
日
窗

牛
滝
地
区

時
間

午
前
１０
時
３０
分
～
正

午

場
所

牛
滝
地
区
福
祉
館

２６
日
圓

乳
児
・
三
才
児
健
診

対
象

（
乳
児
）
平
成
３
年
４
月
生

平
成
３
年
１
月
生

平
成
２
年
８
月
～
１０

月
生

且

歳
児
）
昭
和
６３
年
１
月

～
３
月
生

場
所

役
場
セ
ン
タ
ー
和
室

時
間

午
後
１２
時
３０
分



○
床
ず
れ
が
あ
り
、
妻
ひ
と
り

の
看
護
で
は
大
変
で
あ
る
。

○
車
イ
ス
か
ら
便
所
の
移
動
と

排
泄
が
困
難
。

○
清
潔
面
が
行
き
届
か
な
い
。

○
失
禁
（
お
も
ら
し
）
に
て
排

泄
の
世
話
が
大
変
。
痴
呆
も

あ
り
看
護
者
の
負
担
が
大
き

い
。

○
看
護
者
が
漁
業
従
事
の
た
め

日
中
不
在
で
あ
る

二
件

○
痴
呆
あ
り
ご
看
護
者
の
負
担

が
大
き
い
。

二
件

○
看
護
者
が
糖
尿
病
で
治
療
し

て
お
り
、
看
護
が
行
き
届
か

な
い
。

○
看
護
者
が
夫
ひ
と
り
で
、
家

で
の
入
浴
の
介
助
か
大
変
で

あ
る
。
看
護
上
の
問
題
と
し

て
、
看
護
者
不
足
が
多
い
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。

■
看
護
の
担
当
者
と
年
令

（
表
四
）

看
護
者
は
、
嫁
が
四
十
％
を

占
め
、
次
に
娘
、
妻
、
夫
の

順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

看
護
者
の
年
令
を
み
る
と
、
六

十
才
以
上
は
、
十
一
人
で
、
全

体
の
半
分
を
占
め
て
い
ま
す
。

表３ 日常生活動作表４ 看護の担当者と年令

看゙護の心をみ んなの心に″

一
「
ね
た
き
り
ゼ
囗
へ
の
十

″
条

」に
つ
い
て

昔
か
ら
日
本
で
は
、
「
年
を

と
れ
ば
寝
た
き
り
は
避
け
ら
れ

な
い
こ
と
」
「
脳
卒
中
に
か
か

れ
ば
寝
た
き
り
は
避
け
ら
れ
な

い
も
の
」
と
い
う
考
え
が
根
強

く
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
ね
た
き
り
の
か
な

り
の
部
分
は
適
切
な
訓
練
と
介

護
に
よ
っ
て
十
分
予
防
で
き
る

の
で
す
。

こ
の
こ
と
を
広
く
知
っ
て
も

ら
う
の
が
何
よ
り
も
重
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
国
で
は
平
成
二

年
度
か
ら
「
寝
た
き
り
老
人
ゼ

ロ
作
戦
」
を
強
く
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。

寝
た
き
り
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

を
わ
か
り
や
す
く
、
ま
と
め
た

十
か
条
に
つ
い
て
述
べ
ま
す
。

第
一
条

脳
卒
中
と
骨
折
予

防
、
寝
た
き
り
ゼ
ロ
ヘ
の
第

一
歩
。

第
二
条

寝
た
き
り
は
寝
か
せ

き
り
か
ら
つ
く
ら
れ
る
。
過

度
の
安
静
逆
効
果
。

第
三
条

リ
（

ビ
リ
は
早
期
開

始

が
効
果
的
。
始

め
よ
う

べ
。
ド
の
上
か
ら
訓
練
を
。

第
四
条

暮
ら
し
の
中
で
の
リ

（

ビ
リ
は
、
食
事
と
排
泄
、

着
替
え
か
ら
。

第
五
条

朝
起
き
て
、
ま
ず
は

着
替
え
て
身
だ
し
な
み
。
寝
、

食
分
け
て
生
活
に
メ
リ
と
（

第
六
条

「
手
は
出
し
す
ぎ
ず

目
は
離
さ
ず
」
が
介
護
の
基

本
。
自
立
の
気
持
ち
を
大
切

に
。

第
七
条

べ

。
ド
か
ら
、
移
ろ

う
移
そ
う
車
椅
子
。
行
動
広

げ
る
機
器
の
活
用
。

第
八
条

手
す
り
つ
け
段
差
を

な
く
し
住
み
や
す
く
。
ア
イ

デ
ア
生
か
し
た
住
ま
い
の
改

善
。

う
ち

そ
と

第
九
条

家
庭
で
も
社
会
で
も

よ
ろ
こ
び
見
つ
け
、
み
ん
な

で
防
ご
う
閉
じ
込
も
り
。

第
十
条

進
ん
で
利
用
、
機
能

訓
練
、
テ
ィ

ー
サ
ー
ビ
ス
。

寝
た
き
り
な
く
す
人
の
和
、

地
域
の
輪
。



健
康
情
報
②

「
「
一
－

ヒ

ー

を
考
え

る
」

Ｑ
Ｉ

コ

ー
ヒ

ー
に
含
ま
れ

て
い
る
成
分
を
教
え
て
く
だ
さ

い
。Ａ

コ
ー
ヒ
ー
生
豆
中
の
一

般
成
分
と
し
て
は
、
た
ん
白
質

脂
質
、
糖
質

（
糖
・
ヘ
ミ
セ
ル

ロ
ー
ス

ー
セ
ル
ロ
ー
ス
等
）
、

ク
ロ
ロ
ゲ
ン
酸
な
ど
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
不
明
の

成
分
が
、
か
な
り
の
割
合
で
含

ま
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
こ

れ
ら
の
成
分
は
栄
養
補
給
に
役

立
つ
ほ
ど
の
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
の
な
か
で
、
コ
ー
ヒ
ー

成
分
と

し
て
重

要

な

の
は
カ

フ
ェ
イ
ン
で
す
。
（
表
１
・
表

号
世
界
に
は
何
種
類
も
お
茶
類

が
あ
り
、
そ
れ
ら
は
な
ん
ら
か

の
か
た
ち
で
カ
フ
ェ
イ
ン
を
含

ん
で
い
ま
す
が
、
そ
の
な
か
で

コ
ー
ヒ
ー
は
カ
フ
ェ
イ
ン
を
最

も
多

く
含
ん
で

い
ま
す
。
種
類

製
品
に
よ
っ
て
違

い
は
あ
り
ま

す
が
、
カ
ッ
プ
一
杯

（
１３０
ミ
リ

リ

。
ト
ル
）

の
コ
ー
ヒ
ー
抽
出

液
中
の
カ
フ
ェ
イ

ン
量
は
、
お

よ
そ
５０

～
１００

ミ
リ

グ
ラ

ム
で

す
。
こ
れ
に
対
し
て
、
同
量
の

紅
茶
中
に
は
６０
～
７０
ミ
リ
グ
ラ

ム
、
せ
ん
茶
で
は
２５
～
４０
ミ
リ

グ
ラ
ム
、
ウ
ー
ロ
ン
茶
は
１５
～

３０
ミ
リ

グ
ラ
ム
程
度
の
カ
フ
ェ

イ
ン
量

が
含
ま
れ
ま
す
。

Ｑ
２

お
い
し

い
コ
ー
ヒ
ー

だ
か
ら
と
い
っ
て
一
日
五
杯
も

六
杯
も
飲
む
人
が
い
る
が
、
健

康
に
悪

い
影
響
は
な

い
の
か
。

Ａ

薬
局
方
に
示
さ
れ
て
い

る
カ
フ
ェ
イ
ン
（
中
枢
神
経
興

奮
剤
）
の
一
日

の
常
用
量
は

２００

～
３００
ミ
リ
グ
ラ
ム
で
す
。

コ

ー
ヒ
ー
一
杯
（
１２０
～
１３０
ミ

リ

グ
ラ
ム
）
中
に
は
、
５０
上

沺

ミ
リ
グ
ラ
ム
の
カ
フ
ェ
イ
ン
が

含
ま
れ
て

い
る
の
で
、
一
日
二

上

二
杯
が
限
度
と
い
え
ま
す
。

こ
の
カ
フ
ェ
イ
ン
の
生
理
・

薬
理
作
用
に
関
係
し
て
、
コ
ー

ヒ
ー
を
多
量
に
飲
ん
だ
場
合
の

影
響
に
つ
い
て
も
い
ろ
い
ろ
調

べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

コ
ー
ヒ
ー

の
摂
取

量

と
心

臓

病
、
動
脈
硬
化
、
胃
潰
瘍
、
膵

臓
が
ん
な
ど
の
病
気
と
の
関
連

に
つ
い
て
は
よ
く
わ
か
っ
て
い

ま
せ
ん
。
多
量
飲
用
が
こ
れ
ら

の
病
気
の
発
生
に
か
か
わ
っ
て

い
る
と
い
う
報
告
と
、
逆
に
、

な
ん
の
関
係
も
み
ら
れ
な
い
報

告
が
あ
り
、
今
後
の
研
究
が
待

た
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

わ
か
っ
て
い
る
の
は
、
カ

フ
ェ
イ
ン
は
長
期
間
、
多
量
に

摂
取
し
て
い
る
と
精
神
的
依
存

が
生
ま
れ
、
軽
い
禁
断
症
状
を

表１ コーヒーの一般成分

表２ 飲み物・食品中カフェイン含量



起
こ
す
こ
と
で
す
。

コ
ー
ヒ
ー
中
に
含
ま
れ
る
カ

フ
ェ
イ
ン
に
つ
い
て
も
、
の
べ

つ
ま
く
な
し
、
か
ぶ
飲
み
す
る

習
慣
が
っ
く
と
同
じ
よ
う
な
こ

と
が
起
こ
る
可
能
性

が
な
い
と

は
い
え
ま
せ
ん
。

Ｑ
３

コ
ー
ヒ
ー
を
飲
む
こ

と
に
よ
っ
て
ど
ん
な
効
果
が
期

待
で
き
ま
す
か
。

Ａ

コ
ー
ヒ
ー
に
は
栄
養
補

給
に
な
る
よ
う
な
栄
養
成
分
は

含

ま

れ
て

い

ま
せ

ん
。

コ
ー

ヒ
ー
成
分
の
作
用
と
し
て
代
表

的
な
の
は
カ
フ
ェ
イ
ン
で
す
。

カ
フ
ェ
イ
ン
は
、
利
尿
、
強
心
、

お
よ
び
中
枢
神
経
の
興
奮
作
用

の
あ

る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま

す
。具

体
的
に
は

○
消
化
を
助
け
る
＝
食
後
の
ひ

と
と
き
、
コ

ー
ヒ
ー
を
飲
む

人
が
多
い
よ
う
で
す
。
こ
の

場
合
は
、
カ
フ
ェ
イ
ン
や
夕

ン
ニ
ン
類
が
消
化
管
に
適
度

の
刺
激
を
与
え
、
消
化
を
助

け

る
効

果

が
期
待

で

き
ま

す
。

○
眠
け
を
さ
ま
し
、
考
え
を
ま

と
め
る
＝
仕
事
の
前
に
眠
気

を
さ
ま
し
、
考
え
を
ま
と
め

る
た
め
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
ま

す
。
そ
う
し
て
、
仕
事

が

Ｉ

段
落
し
た
あ
と
は
疲
れ
を
い

や
す

た

め

に
、

ま
た

コ
ー

ヒ
ー
が
飲
ま
れ
ま
す
。
こ
れ

は
カ
フ
ェ
イ
ン
の
中
枢
神
経

興
奮
作
用
に
よ
る
効
果
に
よ

る
も
の
で
す
。

○
水
分
補
給
と
老
廃
物
の
排
泄

＝
現
代
人
は
汗
を
か
く
こ
と

が
少
な
く
、
つ
い
つ
い
水
を

飲
む
機
会
を
失

い
、
水
分
不

足
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多

い
で
す
。
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み

な
が
ら
水
を
た
っ
ぷ
り
飲
め

ば
カ
フ
ェ
イ
ン
に
は
利
尿
作

用
が
あ
る
の
で
、
水
分
補
給

と
体
内
の
老
廃
物
の
排
泄
に

よ
い
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

Ｑ
４

健
康
の
面
か
ら
み
て

コ
ー
ヒ
ー
の
上
手
な
飲
み
方

に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ

コ
ー
ヒ
ー
に
よ
る
影
響

は
、
個
人
差
が
大
き
い
の
で

だ
れ
で
も
一
杯
の
コ
ー
ヒ
ー

で
同
じ
効
果
を
期
待
で
き
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
・
…

○
自
分
の
適
量
を
知

る
＝

コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
半
分
で
興

奮
し
、
頭
が
さ
え
て
眠
れ
な

く
な
る
人
が
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
人
は
、
薄
め
の
コ
ー

ヒ
ー
に
す
る
と
か
、
小
さ
な

コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
で
少
量
飲

む
よ
う
に
す
る
、
と
い
う
よ

う
に
配
慮
す
る
と
よ
い
で

ま
た
、
コ
ー
ヒ
ー
に
牛
乳
を

い
れ
る
こ
と
は
味
が
ま
ろ
や

か
に
な
り
、
胃
に
も
ソ
フ
ト

に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
適

量
の
砂
糖
を
加
え
る
こ
と
も

苦
み
を
和
ら
げ
お
い
し
く
飲

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
般
的
に
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
の

嗜
好
飲
料
は
、
し
だ
い
に
飲

用
量
が
増
加
す
る
危
険
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
自
分
の
適
量

を
知
り
、
飲
む
量
を
そ
の
範

囲
内
に
と
ど
め
る
こ
と
が
大

切
と
い
え
ま
す
。

○
コ
ー
ヒ
ー
の
飲
用
を
避
け
た

い
人
＝
胃
炎
や
胃
潰
蕩
の
あ

る
人
は
、
コ
ー
ヒ
ー
の
飲
用

を
つ
つ
し
む
こ
と
で
す
。
カ

フ
ェ
イ
ン
や
タ
ン
ニ
ン
に
よ

る
胃
粘
膜
の
刺
激
で
、
好
ま

し
く
な
い
影
響
が
出
る
か
ら

で
す
。
ま
た
、
肝
臓
に
障
害

の
あ
る
人
は
、
肝
臓
の
カ

フ
ェ
イ
ン
処
理
能
力
が
落
ち

て
い
る
の
で
、
コ
ー
ヒ
ー
は

避
け
た
ほ
う
が
よ
い
で
し
ょ

う
。
さ
ら
に
、
妊
娠
中
も
肝

臓
の
処
理
能
力
が
低
下
し
て

い
る
の
で
、
コ
ー
ヒ
ー
の
多

飲
は
ひ
か
え
る
こ
と
で
す
。

○
コ
ー
ヒ
ー
と
子
ど
も
＝
コ
ー

ヒ
ー
は
牛
乳
の
に
お
い
を
消

す
の
で
、
牛
乳
嫌
い
の
子
ど

も
に
コ
ー
ヒ
ー
牛
乳
と
し
て

与
え
る
家
庭
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
も
あ
ま
り
好

ま
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
成
長

期
に
あ
る
子
ど
も
は
、
肝
臓

や
心
臓
、
脳
、
神
経
な
ど
、

重
要
な
器
官
が
ま
だ
十
分
発

達
し
て
い
な
い
た
め
カ
フ
ェ

イ
ン
を
含
む
飲
料
は
、
こ
れ

ら
の
臓
器
に
負
担
を
か
け
る

こ
と
に
な
る
た
め
、
で
き
る

だ
け
避
け
ま
し
ょ
う
。
牛
乳

を
飲
ま
せ
る
た
め
に
コ
ー

ヒ
ー
を
少
量
入
れ
る
と
し
て

も
五
～
六
歳
す
ぎ
て
か
ら
に

し
た
い
も
の
で
す
。

コーヒーの実



国 保

の
しおり

税

率

改

正

に

つ

い

て

国
民
健
康
保
険
事
業
は
、
毎

年
上
昇
を
続
け
る
医
療
費
に
対

し
、
保
険
者
の
負
担
が
追
い
つ

か
な
い
と
い
っ
た
非
常
に
厳
し

い
状
況
で
、
現
在
ま
で
基
金
を

取
り
崩
し
対
応
し
て
き
ま
し
た

が
、
次
の
理
由
等
に
よ
り
、
平

成
三
年
四
月
一
日
か
ら
税
率
改

正
を
実
施
し
ま
し
た
の
で
、
皆

様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

Λ
改
正
の
主
な
理
由
▽

①

出
生
率
の
低
下
や
社
会
保

険
加
入
に
よ
る
国
保
被
保
険

者
の
大
巾
な
減
少
。

②

国
保
加
入
者
に
占
め

る
高

齢
者
の
増
加
。

③

医
療
費
の
大
巾
な
増
加
。

④

漁
業
不
振
に
よ
る
漁
家
水

揚

の
減
少
。

⑤

国
保
税
率
の
平
準
化
。

（
現
在
、
応
能
（
所
得
割
額
・

資

産
割
額
）
、
応
益

（
均

等

割
額
・
平
等
割
額
）
の
割
合

が
７０
対
３０

の
も
の
を
５０
対
５０

に
近
づ
け
る
も
の
で
、
中
間

所
得
者
の
負
担
軽
減
と
低
所

得
者
に
対
し
、
六
割
軽
減
を

最
大
限
に
活
用
し
、
負
担
増
を

緩
や
か
な
も
の
に
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
も
の
で
す
。
）

Λ
改

正

内

容
▽

○
所
得
割
額
六
・
三
％
－

六
・

健康つくり講演会

日時 ８月２６日㈲ 午劃 時～３時

場所 アルザス しおさいホール

講演 テーマ 運動習慣を身につけよう

講師 弘前大学教育学部保健体育科

助教授 松下清子先生

実技指導 ゲートボールの準備運動

（ステッキ体操）の発表及び

指霪

出

稼

ぎ

現

地

の

み

な

さ

ん

へ

遠
く
ふ
る
さ
と
を
離
れ
て
、
仕
事
匚
励
ん
で
お
ら
れ
る
み
な
さ

ん
。
現
地
で
の
生
活
は
い
か
が
匸
す
か
。

お
盆
も
近
く
な
つ

、
み
な
さ
ん
が
帰
郷
す
る
日
石
も
う
す
ぐ
で

す
ね
。

「
事
故
」
が
多
い
時
期
で
す
。
健
康
と
安
全
に
は
十
分
留
意
し

て
、
家
族
の
待
つ
ふ
る
さ
と
へ
元
気
な
晏
で
お
帰
り
く
だ
さ
い
。

現
地
で
の
情
報
、
お
便
り
、
写
真
な
ど
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

出
稼
ぎ
留
守
家
族

親
子
懇
談
会
開
催
さ
れ
る

六
月
二
十
三
日
、
雨
の
空
模

様
で
す
が
、
会
員
三
十
数
名
の

乗
っ
て
い
る
車
内
は
賑
や
か
そ

の
も
の
で
す
。

南
部
地
方
の
丘
陵
地
帯
を
南

下
す
る
国
道
四
号
線
沿
い
に
奥

州
街
道
の
な
ご
り
を
残
す
巨
大

な
松
並
木
を
眺
め
な
が
ら
「
白

河
以
北
一
山
百
文
」
と
言
わ
れ

た
時
代
、
寒
冷
地
の
開
拓
に
苦

難
の
道
を
歩
ん
だ
会
津
藩
の
労

苦
を
怙
ん
で
い
る
う
ち
に
、
名

久
井
岳
（
県
立
自
然
公
園
）
山

麓
の
広
大
な
果
樹
園
に
入
っ
て

い
ま
し
た
。

さ
く
ら
ん
ぼ
祭
り
第
一
日
目

の
た
め
大
小
の
車
で
長
蛇
の
列

に
な
り
ま
し
た
が
、
よ
う
や
く

白
華
山
法
光
寺
に
た
ど
り
つ
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

け
や
き
造
り
の
荘
厳
な
寺
院

に
、
驚
異
の
声
を
あ
げ
ま
し
た
。

七
百
余
年
前
（
鎌
倉
時
代
）
北

条
時
頼
公

が
開
塞
さ
れ
た
お
寺

と
聞
き
、
さ
す
が
く

と
一
同

う
な
ず
き
な
が
ら
説
明
に
耳
を

傾
け
て
い
ま
し
た
。
時
頼
公
の

詠
ま
れ
た
一
首
「
水
結

ぶ
名
久

井
が
岳
を
眺
む
れ
ば
海
よ
り
出

で
て
山
に
入

る
目
」
が
、
ま
た
、



世帯数・被保険者数の動向

七
％
に

○
資
産
割
額
六
十
五
％
は
据
え

置
き
。

○
均
等
割
額
一
〇
、
二
〇
〇
円

を
一
五
、
〇
〇
〇
円
に
。

○
平
等
割
額
一
五
、
六
〇
〇
円

を
一
八
、
六
〇
〇
円
に
。

○
課
税
限
度
額
四
十
二
万
円
を

四
十
四
万
円
に
。

※

な
お
、
詳
し
い
内
容
等

に
つ
い
て
は
役
場
税
務
係

及
び
保
健
衛
生
係
ま
で
問

い
合
せ
く
だ
さ
い
。

＜医 療 費 の 状 況＞

〔４月診療分〕
（単位：円）

国保（若人分） 加入者数２．０１４人

区 分 件数 日数 医 療 費 一件当医療費 一人当医療費

入 院 ２５ ４２０ ６，４７０，０９０ ２５８，８０４ ３，２１３

人 院 外 ８４４１，７２３１０，５６３，５７０ １２，５１６ ５，２４５

歯 科 １３７ ２９４ １，３４４，２６０ ９，８１２ ６６７

薬剤の支給 ８３１１５回 ５７４，８３０ ６，９２６ ２８５

計 １，０８９ １８，９５２，７５０ １７，４０４ ９，４１１

退職者医療 加入者数６２人

区 分 件数 日数 医 療 費 刊牛当医療費 一人当医療費

人 院 △１ △３１ △５７８，３００ △５７８，３００ △９，３２７

入 院 外 ３１ ５３ ５２３，５７０ １６，８８９ ８，４４５

歯 科 ３ △２ △２９，３８０ △９，７９３ △４７４

薬剤の支給 ３ ５回 １６，１５０ ５，３８３ ２６０

計 ３６ △６７，９６０ △１，８８８ △１，８９６

（過誤調整による匹療費の減少）

老人医療 対象者数４４９人

区 分 件数 日数 医 療 費 一件当医療費 一人当医療費

人 院 １３ ３００ ４，４２２，５２０ ３４０，１９４ ９，８５０

入 院 外 ４５０１，１７＆ ９，５８０，１７０ ２１，２８９ ２１，３３７

歯 科 １５ ３３ １８３，４８０ １２，２３２ ４０９

薬剤の支給 ５０ ７８回 ５８０，５９０ １１，６１２ １，２９３

施設療養費 １ ３０ ２２６，７７０ ２２６，７７０ ５０５

計 ５２９ １４，９９３，５３０ ２８，３４３ ３３，３９３

名
久
井
岳
と
法
光
寺
の
名
声
を

一
層
高
く
さ
れ
た
と
思
い
な
が

ら
、
山
門
を
後
に
し
ま
し
た
。

「
行
き
は
、
良
い
く

帰
り

は
怖
い
」
と
言
う
こ
と
は
あ
り

ま
す
が
今
日
は
別
で
す
。
帰
り

は
、
さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り
で
す
。

予
約
し
て
い
ま
し
た
東
武
農
園

に
着
く
と
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
手

に
買
物
競
走
の
よ
う
に
、
真
赤

に
色
づ
い
た
さ
く
ら
ん
ぼ
の
本

の
下

に
親
子
共
々
走
り
ま
し

た
。
も
ぎ
取
っ
た
さ
く
ら
ん
ぼ

の
他
に
お
み
や
げ
を
ど
っ
さ
り

買
い
こ
み
、
帰
り
の
車
内
で
は
、

来
年
も
来
る
の
か
と
聞
く
子
も

あ
り
、
再
会
を
約
束
し
、
子
供

達
と
楽
し
い
一
日
を
過
し
ま
し

た
。

１
さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り
を
楽
し
む



交佞だより

佐 井 ・村

交通安全母の会

牛
滝
小
中
学
校
で

交
通
安
全
教
室
開
催

牛
滝
小
中
学
校
で
は
、
こ
の

ほ
ど
大
間
警
察
署
佐
井
駐
在
所

の
越
膳
巡
査
部
長
と
、
交
通
安

全
母
の
会
の
協
力
を
得
て
、
全

校
生
徒
と
父
兄
を
対
象
と
し
た

交
通
安
全
教
室
を
開
催
し
ま
し

た
。生

徒
た
ち
は
、
交
通
安
全

フ
ィ
ル
ム
を
見
た
り
、
交
通
安

全
○
×
ク
イ
ズ
で
交
通
ル
ー
ル

を
学
び
、
交
通
事
故
防
止
の
決

意
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

牛
滝
地
区
で
は
観
光
シ
し
ス

ン
の
さ
な
か
、
交
通
量
が
大
幅

に
増
加
し
、
交
通
事
故
の
危
険

が
増
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地

元
の
駐
在
さ
ん
の
指
導
に
も
自

然
と
熱
が
入
り
、
生
徒
た
ち
も

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
に
も
真

剣
な
眼
差
し
で
交
通
事
故
に
遭

わ
な
い
方
法
を
学
ん
で
い
ま
し

た
。

匐 澀

２，８３６
日

交
通
安
全
母
の
会

青
森
県
大
会
に
参
加
し
て

七
月
二
日
、
青
森
市
の
文
化

会
館
に
お
い
て
、
県
内
の
交
通

安
全
母
の
会
か
ら
二
千
人
の
会

員
が
参
加
し
て
、
交
通
安
全
母

の
会
青
森
県
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

今
年
五
月
に
、
全
国
交
通
安

全
母
の
会
連
合
会
長
に
再
選
さ

れ
た
県
連
合
会
長
の
間
宮
安
子

さ
ん
の
あ
い
さ
つ
、
来
賓
祝
辞

に
続
き
、
二
つ
の
意
見
発
表
が

あ
り
ま
し
た
。

三
沢
市
交
通
安
全
母
の
会
で

は
、
米
軍
基
地
の
中
の
人
た
ち

も
一
緒
に
参
加
し
て

い
た
だ

き
、
交
通
安
全
運
動
を
展
開
し

て
い
き
た
い
。
ま
た
、
県
内
で

最
高
の
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
六
千

日
を
目
指
し
て
い
る
相
馬
村
で

は
、
村
民
一
丸
と
な
り
交
通
安

今
月
の
交
通
安
全
標
語

子
ど
も
達

安
全
な
場
所
で

遊
ぼ
う
ね

川
村
恵
美
子

き
ま
り
を

ま
も
っ
て

事
故
を
ふ
せ
ご
う

竹
内

紘
子

飲んで乗る あたたは天国 家族ぱ地獄 交通安全は家庭から

県 内 の 交 通 事 故 概 況

（平成３年） 青森県交通対策協議会

６月 累計 死
者
の
う
ち

飲 酒 運 転 に よ る 死 者 ９

発
生

５９８
（７０７）

３，５７９
（３，３２５）

シ

｜卜

ベ
ル
ト

着 用 義 務 者
（着けなければならない人）

３１

死
者

１０
（１０）

５９
（５７）

非 着 用 者
（着 け て い な かっ た 人）

２６

傷
者

７３１
（８３０）

４，３６０
（４，１０８）

うち、着けてい れば助
かっ た と 思 わ れ る 人

３

（ ）内は前年。累計は１月から
①飲 酒、暴走等無謀運転の追放②予供 と高齢者の交

通事 故防止③二輪車、自転車の交通事 故防 止④シー

トベ ルト、ヘルメットの正しい着用の徹底⑤ 違法駐

車の締出 し

交通マナーアップ青森 ’９１運動

（期間 ６月１囗～１１月３０日）

シートベルト しめる心が 身を守る



仝
運
動
を
進
め
て
い
る
。
－

以
上
の
発
表
が
あ
り
、
最
後
に

交
通
安
全
の
大
会
宣
言
で
第
一

部
を
終
え
ま
し
た
。

第
二
部
で
は
、
小
林
亜
星
さ

ん
の
記
念
講
演

が
あ
り
ま
し

た
。
「
歌
は
世
に
つ
れ
、
世
は

歌
に
つ
れ
」
現
代
は
、
日
露
戦

争
と
同
じ
く
ら
い
、
毎
年
交
通

事
故
で
死
者
が
出
て
い
る
。
自

分
も
運
転
免
許
を
持
っ
て
い
る

の
で
他
人
言
で
は
な
い
。
昔
は

ゆ
っ
く
り
と
し
た
曲
が
多
か
っ

た
が
、
今
は
時
代
に
合
せ
て
早

く
忙
し
い
曲
が
多
く
、
も
う
少

し
ロ
マ
ン
が
あ
っ
て
も
い
い
の

で
は
な
い
か
と
締
め
く
く
り
ま

し
た
。
終
始
笑
い
を
さ
そ
い
な

が
ら
の
講
演
で
、
と
て
も
楽
し

い
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

下
北
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
に
参
加
し
て

こ
の
ほ
ど
、
下
北
郡
の
市
町

村
ハ

ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
、
交
通
安

全
母
の
会
の
会
員
六
十
名
が
参

加
し
、
風
間
浦
公
民
館
を
会
場

に
下
北
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

県
連
合
会
の
間
宮
会
長
か
ら

「
マ
ナ
ー
の
向
上
に
よ
る
交
通

安
全
の
推
進
が
必
要
」
と
の
あ

い
さ
つ
に
続
い
て
、
大
間
警
察

署
長
か
ら
「
最
近
は
子
ど
も
の

し
つ
け
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。

世
の
中
で
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
決
ま
り
は
守
っ
て
ほ
し

い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

大
間
警
察
署
管
内
の
交
通
事

故
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
統
計

上
で
死
者
は
出
て
い
な
い
が
、

事
故
の
二
日
後
に
死
亡
し
て
い

る
事
例
が
あ
る
。
ま
た
、
二
十

五
歳
以
下
の
若
者
の
事
故
増

加
、
子
ど
も
と
お
年
寄
り
の
事

故
、
飲
酒
暴
走
運
転
な
ど
が
主

に
起
き
て
い
る
。
母
の
会
で
も

自
分
の
家
か
ら
事
故
者
を
出
さ

な
い
よ
う
、
お
年
寄
り
、
若
者
、

子
ど
も
、
主
人
に
十
分
気
を

配
っ
て
く
だ
さ
い
。

午
後
か
ら
は
「
第
十
三
回
み

ん
な
で
す
す
め
る
交
通
安
全
全

国
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
」
の
こ
と
に

つ
い
て
話
し
合
い
を
行
い
ま
し

た
。
こ
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
は
、

交
通
事
故
防
止
の
た
め
、
交
通

安
全
意
識
の
末
端
浸
透
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
、
全
国
の
交
通

安
全
母
の
会
の
リ
レ
ー
に
よ
っ

て
実
施
さ
れ
る
も
の
で
す
。

今
年
は
、
こ
の
キ
ャ
ラ
バ
ン

隊
を
迎
え
、
行
動
と
連
帯
に
よ

る
母
親
活
動
と
し
て
、
県
内

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
、
広

く
県
民
の
交
通
安
全
モ
ラ
ル
と

マ
ナ
ー
の
向
上
に
努
め
る
た
め

実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

下
北
地
区
に
は
九
月
二
日
に

来
る
予
定
で
す
。
晴
天
の
場
合

に
は
パ
レ
ー
ド
も
予
定
し
て
い

ま
す
。
村
民
の
み
な
さ
ん
、
ふ

る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

自動車に乗ったら

シートベルト

バイクを運転するときは

ヘルメット

●
シ
↓

ト
ベ
ル
ト
と
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、

ど
ち
ら
も
命
を
守
る
大
切
な
も
の

忘
れ
ず
に
正
し
く
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

「‾面 面 ‾‾１

交 通 事 故

ご 相 談

●

電

話

の

ご

相

談

も

お

受

け

し

ま

す

容

〇

一

七

七
－

二

二
－

一

〇

二

五
（

直

通

）

相
談
日
一

月
曜
か
ら
金
曜
午
前
九
時
半
～
午
後
四

時
四
〇
分

○
専
門
の
相
談
員
が
親
身
に
な
っ
て
ご
相
談
に
応
じ
ま
す

○
弁
護
士
相

談
日
一
毎
月
第
四

水
曜
日
午
後
一
時
～
四
時

社

団

法

人

日

本

損

害

保

険

協

会

青

森

自

動

車

保

険

請

求

相

談

セ

ン

タ

ー

青
森
市
中
央

〒
二
三
一
五
明
治
生
命
青
森
中
央
ビ
ル
五
階（
市
役
所
東
寄
り

）
Ｏ
Ｏ
ｍ
位
）

青
森
調
査
事
務
所
内

ａ

Ｏ
一
七
七
ｉ
七
六
一
四
三
九
一

みんなですすめる交通安全

全国キャラバン隊

９

月

２

日

ＰＭ
，
１ こ００ ～ １ こ５ ０

ア ル ザ ス し お さ い ホ ー ル

※色々なプレゼントを用意していますＯみなさんご参加くださいＯ



税務だより 税の相談は

お気軽に

税務相談室へ

〈税務相談室青森分室〉

Ｓ ０１７７－２３－２３７９

財産の運用と税財
産
の
運
用
に
よ
る
利
益
は

そ
の
所
得
の
内
容
に
よ
っ
て
、

利
子
所
得
、
配
当
所
得
、
事
業

所
得
、
譲
渡
所
得
、
一
時
所
得
、

雑
所
得
に
区
分
さ
れ
、
そ
の
課

税
の
方
法
も
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

こ
の
う
ち
、
利
子
所
得
（
預

貯
金
や
公
社
債
の
利
子
、
貸
付

信
託
、
金
銭
信
託
、
公
社
債
投

資
信
託
の
収
益
の
分
配
）
に
つ

い
て
は
、
原
則
と
し
て
二
十
％

の
税
率
で
源
泉
徴
収

さ
れ
、
こ

れ
で
課
税
関
係
が
終
了
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
源
泉
分
離
課
税
と

い
う
制
度
で
す
。

な
お
、
お
年
寄
り
な
ど
に
対

し
て
は
、
利
子
所
得
の
非
課
税

制
度
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務

相
談
室
や
税
務
署
に
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

生命保険と税多
く
の
家
庭
で
は
、
病
気
や

交
通
事
故
な
ど
突
然
の
災
難
に

備
え
て
、
生
命
保
険
に
加
入
し

て
い
ま
す
が
、
生
命
保
険
に
は

税
金
も
関
係
し
て
い
ま
す
。

▼
保
険
料
を
支
払
っ
た
場
合

所
得
税
を
計
算
す
る
際
に
、

支
払
っ
た
保
険
料
の
額
に
応
じ

て
、
一
定
額
が
所
得
金
額
か
ら

控
除
さ
れ
ま
す
。

▼
保
険
金
を
受
け
取
っ
た
場
合

生
命
保
険
契
約
の
保
険
料
を

だ
れ
が
負
担
し
て
い
た
か
に
よ

り
相
続
税
も
し
く
は
贈
与
税
ま

た
は
所
得
税
が
課
税
さ
れ
ま

す
。詳

し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務

相
談
室
や
税
務
署
に
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

２０歳になつたら

国民年金に加入
しましよう

二
十
歳
を
迎
え
成
人
と
な
ら

れ
る
み
な
さ
ん
、
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
み

な
さ
ん
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
権

利
を
主
張
で
き
る
と
共
に
、
成

人
と
し
て
の
義
務
も
負
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

そ
の
う
ち
の
一
つ
に
「
国
民
年

金
に
加
入
す
る
」
が
あ
り
ま
す
。

国
民
年
金
は
、
私
た
ち
が
老

齢
に
な
っ
た
と
き
、
思
わ
ぬ
ヶ

が
や
病
気
で
障
害
者
に
な
っ
た

と
き
、
ま
た
一
家
の
働
き
手
を

失
っ
た
と
き
な
ど
に
、
年
金
を

支
給
し
て
暮
ら
し
を
支
え
、
生

活
の
安
定
を
保
障
し
て
く
れ
る

制
度
で
す
。

こ
の
制
度
に
は
、
働
く
若
い

世
代
の
納
め
る
保
険
料
を
財
源

と
し
て
老
齢
世
代
の
年
金
を
支

え
る
「
世
代
と
世
代
の
助
け
合

い
」
の
考
え
に
よ
り
成
り
立
ち
、

国
が
責
任
を
も
っ
て
運
営
し
て

い
ま
す
。

若
い
み
な
さ
ん
に
も
、
い
つ

か
必
ず
老
後
が
訪
れ
ま
す
。
そ

の
時
に
あ
わ
て
な
い
た
め
に
、

今
の
義
務
を
果
た
し
、
老
後
の

権
利
を
し
っ
か
り
つ
か
み
ま

個人事業者の方の消費税（７：

中間申告と納税は

９月２日まで

個人事業者の方で、平成２

年分の消費税額が６０万円を超

える方は、中間申告が必要で

す。

中間申告により納付すべき

税額は、平成２年分の消費税

額に１２分の６を乗じた金額で

す。

消費税の中間申告と納税を

お忘れなく。
詳しくは、最寄りの税務相

談室や税務署にお尋ねくださ

し丶。

８
。

３ １１

Ｓ

村 県 民 税 （ ２ 期 ）の

納 期 限 で す
。

＝納期内納付にご協力ください＝



年

金

は

世

代

と

世

代

の

助

け

合

い

「
人
生
８０
年
時
代
」
・
「
高
齢

化
社
会
の
到
来
」
な
ど
と
い
う

こ
と
が
さ
か
ん
に
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
め
ざ
ま
し
い
医
学
の
進

歩
や
生
活
環
境
の
変
化
に
よ
り

平
均
寿
命
も
ど
ん
ど
ん
伸
び
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
長
い
老
後

の
生
活
を
い
か
に
過
す
か
が
注

目
さ
れ
、
ま
た
課
題
に
な
っ
て

い
ま
す
。

あ
か
る
く
豊
か
な
老
後
を
送

る
た
め
に
は
、
ま
ず
心
身
共
に

健
康
な
こ
と
、
生
き
て
い
く
た

め
の
収
入
が
あ
る
こ
と
、
生
き

が
い
を
持
っ
て
い
る
こ
と
な
ど

が
必
要
で
す
。
長
く
な
っ
た
第

二
の
人
生
を
豊
か
に
有
意
義
に

過
ご
す
た
め
に
も
、
公
的
年
金

制
度
の
果
た
す
役
割
は
ま
す
ま

す
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
公

的
年
金
制
度
は
や
が
て
誰
に
で

も
お
と
ず
れ
る
老
後
や
、
い
つ

お
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
万
一
の

時
に
備
え
、
そ
れ
を
み
ん
な
で

支
え
合
う
制
度
で
す
。

老齢基礎年金

下記の年金額は平成３年４月からの金額です

年金を受けるために必要な期間

老齢基礎年金は、国民年金に加入して保険を納めた

期間（免除期間を含む）が２５年以上ある方が６５歳になっ

たとき受けられます。

ただし、昭和５年４月１日以前に生まれた方は、生

年月日により４．年から２４年の加入期間でも老齢基礎年

金が受けられます。

年金額

老齢基礎年金の額は７０２．０００円です。

ただし、これは６０歳になるまでに国民年金に加入で

きる年数について、すべて保険料を納めた方の場合で、

保険料の納め忘れがある方は、次の計算式により年金

額が減額となります。

保険料を納めた月数十保健料を免除された月数×青
７０２．０００円×

加入可能前数×１２（月）

夕
立
は
、
あ
っ
と
い
う
間
に
通

り
過
ぎ
る
の
が
特
徴
で
す
。
激
し

い
雨
が
あ
が
る
と
カ
ラ
リ
と
晴
れ

て
、
何
事
も
な
か
っ
た
よ
う
に
ま

た
せ
み
し
ぐ
れ
が
戻
り
、
街
が
に

ぎ
わ
い
を
取
り
戻
す
の
が
面
白
い

刀
で
し
ょ
う
。
俳
句
の
膃
材
と
し

て
、
よ
く
登
場
し
ま
す
。

夕
立
に

ぬ
れ
た
る
幹
を

あ
り
の
ぼ
る
（
小
島
梅
雨
）

夕
立
は
、
盛
夏
の
午
後
に

よ
く
起
こ
り
ま
す
。
積
雲
が

発
達
し
て
積
乱
雲
と
な
り
、

た
ち
ま
ち
空
一
面
に
広
が
り
、

暗
く
な
り
、
大
粒
の
雨
が
激

し
い
勢
い
で
落
ち
て
き
ま
す
。
雷

を
伴
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
と
き

に
は
、
局
地
的
に
水
害
を
引
き
起

こ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

夕
立
は
、
夕
立
雲
が
通
過
す
る

と
、
一
時
間
か
そ
こ
ら
で
あ
っ
け

な
く
終
わ
り
ま
す
。
ま
た
、「
夕
立

は
馬
の
背
を
分
け
る
」
と
い
わ
れ

て
い
る
よ
う
に
、
極
め
て
狭
い
範

囲
で
起
こ
る
二
と
が
多
い
の
も
特

徴
で
す
。
車
で
走
っ
て
い
る
と
き
、

夕
立
に
遭
う
と
、
あ
っ
と
い
う
間

に
夕
立
雲
の
下
を
通
過
し
て
、
び

っ
く
り
す
る
二
と
も
あ
り
ま
す
。

そ
れ
に
し
て
も
最
近
は
、
夕
立

に
遭
っ
て
あ
わ
て
ふ
た
め
く
光
景

が
、
以
前
よ
り
少
な
く
な
っ
た
よ

う
な
気
が
し
ま
す
。
少
し
も
あ
わ

て
ず
、
バ
ッ
グ
か
ら
折
り
た
た
み

式
の
傘
を
取
り
出
す
人
が
多
い
の

で
す
。
気
象
レ
ー
ダ
ー
の
発
達
で
、

予
報
が
正
確
に
な
っ
た
か
ら
で
し

ょ
う
か
。
軽
量
傘
の
普
及
の
せ
い

で
し
よ
つヽ
か
。

と
こ
ろ
で
、
わ
た
し
た
ち

の
生
活
に
水
は
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
特
に
夏
は
、
水
の
需
要

が
増
え
る
季
節
で
す
。
そ
こ

で
、
水
資
源
に
関
心
を
も
ち
、

有
効
に
水
を
利
用
す
る
た
め

に
、
毎
年
八
月
一
日
を
。「
水

の
日
」
、
こ
の
日
を
初
日
と
す
る
一

週
間
が
「
水
の
週
間
」
と
な
っ
て

い
ま
す
。
水
の
大
切
さ
を
、
改
め

て
考
え
て
み
た
い
も
の
で
す
。



日

焼

け

の

手

入

れ

ス

イ

カ

や

キ

ュ

ウ

リ

も

効

果

的

夏
の
小
麦
色
の
肌
は
健
康
的

で
す
し
、
魅
力
的
な
も
の
で
す
。

し
か
し
、
海
水
浴
な
ど
で
の
肌

の
焼
き
過
ぎ
は
、
紫
外
線
の
影

響
で
シ
ミ
が
残
る
原
因
と
な
り

ま
す
。
で
き
る
だ
け
早
く
、
手

入
れ
し
ま
し
ょ
う
。

肌
が
赤
く
な
り
、
ピ
リ
ピ
リ

す
る
よ
う
な
ら
こ
れ
は
焼
き
過

ぎ
。
応
急
手
当
の
最
善
策
は
、

冷
た
い
タ
オ
ル
を
顔
に
の
せ
る

な
ど
の
冷
湿
布
や
シ
ャ
ワ
ー
を

浴
び
る
な
ど
、
と
に
か
く
冷
や

し
て
火
照
り
を
鎮
め
る
こ
と
で

す
。肌

が
カ
サ
つ
く
と
き
は
、
水

と
油
を
た
っ

ぷ
り
補
給
し
ま

し
ょ
う
。
水
分
の
補
給
に
は
、

木
綿
の
タ
オ
ル
に
消
炎

化
粧
水
か
、
冷
や
し
た

豆
乳
（
塩
分
を
含
ま
な

い
）
を
浸
し
、
た
た
く

よ
う
に
し
て
肌
に
当
て

る
の
か
よ
い
で
し
ょ

う
。
油
の
補
給
に
は
、

ベ
ビ
ー
用
オ
イ
ル
を
日

焼
け
し
た
箇
所
に
、
ま
ん
べ
ん

な
く
塗
る
の
が
効
果
的
で
す
。

浜
辺
な
ど
で
の
日
焼
け
に

は
、
キ
ュ
ウ
リ
一
本
を
お
ろ
し

金
で
す
り
お
ろ
し
て
ガ
ー
ゼ
に

包
み
、
顔
や
首
す
じ
な
ど
日
焼

け
し
た
箇
所
を
、
ま
ん
べ
ん
な

く
た
た
く
の
も
効
果
的
で
す
。

キ
ュ
ウ
リ
な
ど
の
ウ
リ
類
に

は
、
肌
の
塩
分
を
中
和
す
る
働

き
が
あ
る
カ
リ
ウ
ム
が
多
く
含

ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ

ら
に
含
ま
れ
て

い
る
豊
富
な
ビ

タ
ミ
ン
類
が
、
日
焼
け
し
た
肌

に
効
果
的
で
す
。
ト
マ
ト
を
み

じ
ん
切
り
に
し
て
、
同
じ
よ
う

に
す
る
の
も
い
い
で
し
ょ
う
。

夏
を
代
表
す

る
果
物
で
あ
る

ス
イ

カ
も
、
ウ
リ
の
仲
間
で
す
。

食

べ
終
っ
た
後
に
、
残
っ
た
皮

で
肌

の
マ
ッ
サ

ー
ジ
を
す
る
の

も
、
日
焼
け
し
た
肌
を
手
入
れ

す
る
一
つ
の
方
法
で
す
。

日
焼
け
し
た
肌
は
、
外
側
か

ら
だ
け
で
な
く
内
側
か
ら
の
手

入
れ
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
に
は
、
新
鮮
な
野
菜
や
果

物
を
た
っ
ぷ
り
食
べ
る
こ
と
で

す
。
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
が
補
給
さ
れ
、

体
の
新
陳
代
謝
が
活
発
に
な

り
、
は
り
の
あ
る
肌
が
戻
っ
て

き
ま
す
。

夏 の 水 難 事 故 防 止 に

ご 協 力 く だ さ い

夏休み中は、遊泳や釣りなどの機

会が多くなります。区域外での遊泳、

テトラポッドでの釣りは大変危険で

す。見かけたら「あぶないですよ」

の一声をかけて注意してあげてくだ

さい。

＜救助用浮輪の設置＞

・アルザス内 （守衛室）、・佐井漁

協アワビ種苗センター・佐井漁協各

支所に、救助用浮輪を設置してい ま

す。

満１歳になります

新 田 貴 志ちゃん
（健一・久美子）

磯 谷

一戸籍の窓口
７月１５日現在

○ お 誕 生 お め で と う

佐 藤 冀 （昭弘 ）原 田

磯 川 一 世 （正彦 ）磯 谷

大 坂 博 幸 （信 幸）長 後

○ ご 結 婚 お め で と う

（ 乗 田 新 吾 （浪 岡町）

横 濱 晶 子 （磯 谷）

（ 門 囗 健 治 （延 岡市）

樋 口 夏代子 （大 佐井）

（ 水 書 栄 一 （八 千代 町）

高 橋 裕 美 （大 佐井）

（ 竹 重 憲 仁 （望 月 町）

横 浜 里 美 （原 田 ）

（ 飯 田 隆 （青森市 ）

横 浜 鈴 子 （原 田）

○ お く や み 申 し 上 げ ま す

加 藤 千代 江（み さを）原 田

館 脇 明 義（と め）矢 越

個 人のプラ イバシーを尊重する意

床で、載せて ほしくない人 は、届出

の際に係まで申し出てください。

６月３０日現在人口（前月比）

男 １，８２６（－２）

女 １，８７９Ｃ土○）

計 ３，７０５（－２）

世帯数 １，１２０（土○）


	第264号
	国道338号牛滝バイパスが完成
	中学生大使「台湾」へ
	下北郡身体障害者スポーツ大会
	井上とも子チェロコンサート
	教育だより
	第30回　佐井村民体育大会
	戸籍の窓口

